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第
五
十
二
回
岩
手
県
高
校
総
合
体
育
大
会
の
開
会
式
が
行
わ

れ
た
。
今
年
は
盛
岡
市
の
県
営
運
動
公
園
が
会
場
と
な
っ
た
。

六
月
一
日
、
持
ち
に
待
っ
た

高
総
体
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
天

気
は
晴
れ
。
最
高
の
日
よ
り
で

行
わ
れ
た
高
総
体
は
、
今
ま
で

一
生
懸
命
に
練
習
を
ガ
ン
バ
っ

て
地
区
予
選
を
勝
ち
抜
い
た
選

手
の
皆
さ
ん
を
歓
迎
し
て
い
た

よ
う
に
思
わ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
た
く
さ
ん
の
高
校

生
が
運
動
公
園
に
集
ま
り
ま
し

一
一
応
援
団
幹
部
と
し
て

六
月
一
日
、
高
校
総
体
絶

食
開
会
式
、
天
気
も
悪
い
わ

け
で
は
な
く
、
む
し
ろ
良
か
っ

た
方
だ
ろ
う
。
私
に
と
っ
て

は
最
後
の
絶
食
開
会
式
で
あ

り
、
葦
は
雨
で
中
止
に
な
っ

た
た
め
、
実
に
九
二
年
ぶ
り

の
総
合
開
会
式
だ
っ
た
。
今

年
は
数
年
よ
り
に
盛
岡
で
開

会
式
が
開
か
れ
予
想
以
上
の

多
数
の
学
校
が
参
加
し
た
よ

う
だ
っ
た
。
今
年
は
一
年
生

の
み
開
会
式
に
出
た
わ
け
だ

が
、
よ
く
声
が
出
て
い
た
。

今
ま
で
の
中
で
は
一
番
よ

た
。
ま
だ
梅
雨
に
入
っ
た
ま
ま

明
け
て
も
い
な
い
の
に
、
選
手

や
応
援
の
人
々
の
熱
気
で
、
半

袖
で
も
暑
い
く
ら
い
で
し
た
。

そ
ん
な
暑
さ
の
中
で
僕
た
ち

は
応
援
し
ま
し
た
。
ほ
と
ば
し

る
汗
、
競
技
の
応
援
で
は
な
く
、

開
会
式
だ
と
い
う
の
に
、
応
援

団
は
燃
え
て
い
ま
し
た
。
ま
る

で
真
夏
の
太
陽
。
太
陽
が
二
つ

あ
る
よ
う
で
し
た
白

そ
の
応
援
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、

僕
の
巳
を
惹
き
付
け
た
の
は
、

妖
精
た
ち
で
し
た
。
俗
に
い
う

チ
ア
ガ
ー
ル
で
す
。
ご
…
行
っ

て
点
か
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。

そ
し
て
、
選
手
入
場
。
部
活
で

鍛
え
ら
れ
た
鋼
鉄
の
筋
肉
が
太

陰
に
照
ら
さ
れ
て
光
り
隙
き
ま

し
た
。選

手
の
皆
さ
ん
は
緊
張
を
忘

れ
た
よ
う
に
、
し
っ
か
り
と
し

た
行
進
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

本
校
の
皆
さ
ん
が
応
援
歌
練

習
を
ガ
ン
バ
っ
て
い
る
時
に
、

選
手
の
皆
さ
ん
は
魯
い
な
か
外

で
行
進
練
習
を
し
て
い
ま
し
た
。

な
か
な
か
足
並
み
や
手
の
振
り

が
合
わ
な
く
て
苦
労
し
て
い
ま

し
た
。
そ
の
厳
し
い
練
習
の
お

が
出
て
い
た
。
そ
し
て
、
開

会
式
中
長
時
間
み
ん
な
ご
苦

労
だ
っ
た
。
自
分
に
は
こ
の

く
ら
い
と
し
か
言
え
な
い
が
、

自
分
に
で
き
る
こ
と
は
先
頭

〔
か
っ
た
だ
ろ
う
。
周
り
の
他

校
の
応
援
に
負
け
て
い
な
か
っ

た
。
エ
ー
ル
、
応
援
歌
、
三

三
七
拍
子
、
み
ん
な
よ
く
声

に
立
っ
て
声
を
出
す
こ
と
く

ら
い
で
、
そ
れ
が
白
石
の
す

る
べ
き
役
割
だ
と
思
っ
て
い

る
。
み
ん
な
に
何
と
言
わ
れ

よ
う
と
も
、
自
分
に
は
そ
れ

し
か
で
き
な
い
。
自
分
は
岩

手
高
校
応
援
団
長
で
あ
る
前

に
岩
手
高
校
応
援
団
の
一
幹

部
な
の
だ
か
ら
。
こ
れ
か
ら

ま
た
野
球
な
ど
の
森
に
行
っ

た
と
き
に
は
、
ま
た
み
ん
な

の
力
を
借
り
る
こ
と
に
な
る

と
患
う
か
ら
、
何
の
た
め
で

も
な
い
、
学
校
の
た
め
、
選

手
の
た
め
み
ん
な
の
力
を
貸

し
て
欲
し
い
。
そ
の
時
は
自

分
も
全
力
で
応
接
す
る
、
だ

か
ら
み
ん
な
も
頑
張
っ
て
欲

し
い
と
思
う
。
岩
手
高
校
応

援
団
と
し
て
。

か
げ
で
、
当
日
は
、
他
の
高
校

に
点
け
な
い
く
ら
い
の
、
す
ぼ

ら
し
い
行
進
が
で
き
た
と
患
い

ま
す
。

応
援
も
、
練
習
の
成
果
が
も

の
す
ご
く
出
て
い
て
、
す
ぼ
ら

し
い
も
の
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
b

今
ま
で
の
練
習
の
成
果
を
十

二
分
に
発
揮
し
た
、
悔
い
の
無

い
試
合
が
期
待
さ
れ
ま
し
た
。
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一今世紀最後の男たちの幸一

石
桜
象
の
テ
ー
マ
が
実
行
要

員
会
に
よ
っ
て
浸
足
さ
れ
た

テ
ー
マ
は
「
G
e
と
　
O
V
e

r
鮒
今
世
紀
餞
後
の
男
た
ち

の
賽
」
で
あ
る
ご
7
1
マ
決
定

に
た
す
さ
わ
っ
た
の
は
、
生
徒

会
執
行
部
の
会
長
由
中
裕
也
署

（
3
F
）
、
副
会
長
赤
坂
直
哉

君
（
3
A
）
、
菊
池
草
寛
（
3

F
）
、
書
記
熊
谷
晋
君
（
3
A
）
、

吉
田
英
幸
君
（
3
A
）
、
文
化

蚕
局
舎
委
員
長
橋
場
悠
也
（
3

E
）
、
副
委
員
長
頚
藤
屯
若

（
3
E
）
の
計
七
名
で
あ
る
。

日
時
は
九
月
二
日
、
三
日
で
二
■

日
間
に
渡
っ
て
行
わ
れ
る
。
今

年
度
は
二
十
世
紀
最
後
の
石
桜

票
で
あ
る
。
一
人
一
人
が
今
ま

で
以
上
に
盛
り
上
が
る
よ
う
な

イ
ベ
ン
ト
に
し
た
い
と
思
う
。

五
月
の
十
六
日
と
十
七
日
に
、
春
季
校
内
体

育
大
芸
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
日
は
天
倭
に
も
恵

ま
れ
て
い
た
。
結
果
は
次
の
通
り
で
あ
る
．

バ
レ
ー
ボ
ト
ル
優
勝

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
優
勝

三
年
　
C
組
A
チ
ー
ム

二
年
　
F
組
A
チ
ー
ム

サ
ッ
カ
ー
優
勝

年年年

C D A

組粗相

卓
球
優
勝

二
年
　
教
員
チ
ー
ム

一
年
　
E
組

一
年
　
F
組

リ
レ
ー
優
勝

年毎奉

B C C

組組組

383945

卓卓卓

表
彰
式
は
五
月
二
十
二
日
、

本
校
体
育
相
で
行
わ
れ
た
。

三年

一年　　　　　　　　　　　　　二年

打」巾‖耳巾
一年　　　　　　　　　　　　　二年

ラFrL十寸丁月　下巾．

庸再訪・席1
－年、

日日＿年

請
祝
｛

】
点石

割
櫻

▼
シ
ド
ニ
ー
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が

始
ま
る
九
月
ま
で
あ
と
数
か
月

と
な
り
ま
し
た
。
マ
ス
コ
ミ
で

も
こ
の
話
題
が
た
び
た
び
出
て

き
て
い
ま
す
。
今
回
の
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
は
、
こ
の
二
十
世
紀
の

最
後
の
も
の
で
あ
り
、
史
上
最

大
の
大
会
に
な
る
だ
ろ
う
と
も

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
な
ぜ
な
ら

ば
、
参
加
国
も
兼
摂
の
種
目
も

多
い
か
ら
で
す
。
も
う
既
に
、

体
操
や
陸
上
競
技
や
水
泳
は
、

出
場
が
決
ま
っ
た
選
手
も
大
勢

で
て
さ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
他

の
種
目
も
、
予
選
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。
▼
六
月
十
七
日
か
ら

は
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
予
選

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
予
道

で
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
へ
出
場
で
き

る
か
ど
う
か
が
最
終
的
に
決
ま

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

昨
年
秋
に
行
わ
れ
た
ワ
ー
ル
ド

カ
ッ
プ
で
日
本
は
六
位
に
終
わ

り
ま
し
た
。
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

で
上
位
三
位
以
内
に
入
っ
て
い

れ
ば
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
出
場
で

き
た
の
で
す
が
、
そ
う
は
い
き

ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
し
て
、
今

回
の
予
選
と
な
っ
た
の
で
す
。

目
茶
も
、
こ
の
予
選
の
試
合
で

全
力
を
出
し
て
、
出
場
権
を
梓

得
し
て
は
し
か
っ
た
の
で
す
が

…
＝
残
念
で
し
た
。
▼
さ
て
こ

こ
で
日
本
の
女
子
バ
レ
ー
の
歴

史
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す
。
一

九
六
四
年
の
重
罰
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
で
は
変
化
球
サ
ー
ブ
や
回
転

レ
シ
ー
ブ
な
ど
独
自
の
技
を
駆

使
し
、
金
メ
ダ
ル
を
得
て
、
世

界
か
ら
r
東
洋
の
魔
女
」
と
い

わ
れ
る
ほ
ど
強
か
っ
た
そ
う
で

す
ゥ
し
か
し
、
最
近
、
弱
体
化

し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
今

世
紀
の
最
後
で
節
目
と
な
る
ミ

レ
ニ
ア
ム
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
は

袋
非
出
場
し
て
は
し
か
っ
た
と

思
い
ま
す
。
こ
う
な
っ
た
ら
新

世
紀
に
、
そ
の
活
躍
を
期
待
し

て
待
つ
こ
と
と
し
ま
し
ょ
う
。

【
3
E
岩
渕
敬
意
】
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第
五
十
二
回

県
嵩
総
体
の
結
果

剣
道
部

六
月
一
～
三
日

岩
手
県
営
武
道
飽

田
休
戦

予
選
リ
ー
グ

岩
手
　
4
－
1

岩
手
　
5
－
0

花
巻
東

浄
法
寺

決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

岩
手
　
2
－
3

岩
手
　
2
－
3

ペ
ス
ト
8

個
人
戦

山
本
好
　
○
－
×

山
本
寿
　
×
1
0

二
戸
　
0
－
×

二
戸
　
○
－
×

〓
戸
　
0
1
X

〓
P
 
X
l
t
O

盛
岡
三

不
束
万

金
野（花泉）

架
藤（

福
岡
）

平
山
（
宮
商
）

三
上
（
宮
工
）

倉
舘
（
福
岡
）

鳥
居
（
山
田
）

ベ
ス
ト
8
、
東
北
大
会
出
場

山
毒

六
月
一
日
～
四
日

焼
石
岳

男
子
団
体

S
A
　
赤
坂
直
哉

ガ
　
　
ロ
山
型
也

〃
　
　
金
子
　
崇

2
C
　
吉
田
周
作

第
四
位

柔
道
部

六
月
一
～
四
日

二
戸
歪
ム
買
ボ
ー
ッ
セ
ン
タ
ー

団
体
戦

予
戟
リ
ー
グ

岩
手
　
5
－
0
　
釜
石
北

岩
手
　
5
－
0
　
遠
野
緑
陰

決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

岩
手
－
十
・
上
1
　
久
慈

個
人
戦

0
6
0
短
級

2
年
　
和
田

0
6
6
k
級

3
年
　
及
川

2
年
　
金
田
一

0
7
3
k
級

3
年
　
山
口

2
年
　
森
合

0
8
1
反
故

3
年
　
金
子

2
年
　
矢
幅

0
9
0
k
級

3
年
　
斎
藤

1
年
　
小
原

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

六
月
】
～
四
日

北
上
市
和
賀
川
グ
リ
ー
ン
パ
ー

ク
テ
ニ
ス
コ
・
・
・
ト

個
人
戦

三
船
（
3
B
T
九
二
3
三
組

琴
二
位

中
村
（
3
A
）
・
藤
原
（
3
F
）
組

ベ
ス
ト
8

東
北
大
会
、

嘆
息
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場

高
橋
（
3
E
）
・
菅
沼
（
S
D
）
組

東
北
大
会
出
場

団
体
戦

岩
手
　
0
－
2
一
関
商
工

ペ
ス
ト
8

体
操
部

五
月
二
十
六
～
t
T
十
八
日

県
営
体
育
館

決
勝

第
六
位

高
橋
君
（
3
且
の
吊
輪

卓
球
部

六
月
二
日

陸
前
高
田
市
営
体
育
飽

男
子
ダ
ブ
ル
ス
一
回
戦

熊
谷
圭
徳
　
1
1
2
　
今
井

児
玉
大
柳
　
　
　
　
岩
渕

二
閃
〓

男
子
シ
ン
グ
ル
ス
　
二
回
戦

緒
谷
圭
徳
　
0
－
2
　
菅
原

（
水
沢
工
）

テ
ニ
ス
部

六
月
二
～
四
日

太
調
ス
ポ
ト
ツ
セ
ン
タ
ー

団
体

岩
手
　
3
－
0

岩
手
　
2
－
0

岩
手
　
2
－
0

樫
膵

シ
ン
グ
ル
ス

中
川
煩
　
6
1
0

中
川
　
6
1
0

（
不
釆
方
）

中
川
　
6
－
1
　
土
屋
　
裕（盛南）

中
川
　
6
－
1
　
稲
田
拓
也

（盛北）

中
川
　
6
－
1
　
水
野
　
剛

（
盛
四
）

中
川
　
8
1
0
　
北
田
顕
広

優
勝
　
　
　
壷
帝
）

東
北
大
金
出
場

菅
原
陵
臣
6
－
3

菅
原
　
6
－
3

菅
原
　
6
－
0

菅
原
　
6
－
0

菅
原
．
4
－
6

第
三
位

ダ
ブ
ル
ス

中
川
順
　
6
1
0

菅
原
陵
臣

中
川
　
　
6
－
0

菅
庶

中
川
　
　
6
－
0

菅
原

中
川
　
　
6
1
1

菅
原

細
川
雅
遠

（盛四）

新
井
大
輔

（岩手）

細
川
雅
俊

（盛南）

中
村
康
之

（盛南）

北
田
顔
広

（盛商）

中
川
　
　
8
－
2

菅原．

吉
日
宗
平

伊
藤
　
聡

（大迫）

小
山
徹
也

元
島
　
大

壷
四
）

村
上
卓
也

菅
閣
　
僚

（盛南）

細
川
雅
俊

中
村
崇
之

（盛南）

吉
田
其
一

大
内
史
行

優
勝
　
　
　
（
盛
南
）

東
北
大
会
出
場

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

六
月
二
二
日

大
船
渡
市
民
体
音
鹿

岩
手
　
0
1
2
　
蓋
南

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部

六
月
一
、
二
日

花
巻
市
捻
含
体
育
館
、

花
巻
北
高

岩
手
　
1
9
1
3
3
　
盛
岡
中
央

陸
上
競
技
部

五
月
二
十
六
～
三
十
八
日

運
動
公
論

四
×
百
m
R

川
村
、
藤
村
、
徳
田
、
村
井

準
決
勝
　
進
出

そ
の
他
の
大
会

映
画
部

0
第
四
十
七
回
N
H
K
杯
全
国

帯
校
放
送
コ
ン
テ
ス
ト
県
大
会

（
第
二
十
三
回
県
商
紀
文
点
放

送
部
門
）

六
月
三
日

N
H
K
盛
岡
放
送
局
・
上
田
公

民
館創

作
ド
ラ
マ
部
門

2
C
　
吉
出
裕
陵
監
督
作
品

「
岩
手
高
校
映
画
部

～
8
分
間
の
戦
い
～
」

第
一
位

全
国
大
会
（
N
H
K
杯
）
出
場

将
棋
部

〇
第
十
三
回
全
国
高
校
将
供
竜

王
戦
岩
手
県
選
手
権

六
月
四
日

日
本
将
棋
連
盟
岩
手
中
央
支
部

2
F
　
高
橋
春
樹

優
勝
　
竜
王

3
A
　
川
村
‥
戌
‥
努
二
位

水
泳
部

○
平
成
十
二
年
度
市
民
記
録
会

六
月
十
八
日

屋
内
プ
ー
ル

二
百
m2

A
I
A

個
人
メ
ド
レ
ー

堀
欠
　
三
位

鈴
木
　
四
位

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

〇
第
四
十
三
回
東
北
高
校
選
手

権
大
会

六
月
十
六
～
十
八
日

岩
木
山
線
合
公
園
テ
ニ
ス
コ
1

一
回
戦

高
緬
1
－
1
下
田

菅
沼
粟
藤

（
青
森
・
八
工
大
二

中
村
2
－
1
安
藤

藤
原
内
田

（
宮
城
・
仙
台
育
英
）

三
船
4
－
0
柴
田

九
一
菅
原

（
宮
城
・
東
北
）

二
回
戟

三
船
1
－
1
金
森

丸
一
高
木

（
福
島
・
小
高
工
）

三
回
戦

三
船
2
－
4
畠
山

丸
一
藤
原

（
秋
田
・
合
川
）

三
船
・
丸
一
ベ
ス
ト
16

テ
ニ
ス
部

〇
番
小
中
学
生
選
手
権
大
会

五
月
二
十
七
日
～
二
十
八
日

1
R

田
村
晋
1
－
6
佐
々
木
貫

（
乙
部
中
）

東
北
選
手
権
大
会
の
報
告

テ
ニ
ス
部

高
総
体
で
団
体
戦
、
個
人
戦

シ
ン
ク
ル
ス
、
ダ
ブ
ル
ス
を
完

全
制
靖
し
、
三
年
連
続
優
勝
の

栄
誉
を
勝
ち
由
っ
た
テ
ニ
ス
部

は
、
六
月
二
二
日
か
ら
福
島
県

で
行
わ
れ
た
東
北
選
手
権
大
会

に
出
場
し
た
。
福
島
市
営
庭
球

場
を
会
場
に
二
五
日
ま
で
熱
戦

が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。

東
北
大
会
三
遵
軒
を
期
し
て

望
ん
だ
本
校
は
団
体
戦
は
準
優

勝
で
あ
っ
た
も
の
の
、
中
川
の

シ
ン
グ
ル
ス
優
勝
、
中
川
・
菅

原
ベ
ア
の
ダ
ブ
ル
ス
優
勝
と
餃

早
で
開
催
さ
れ
る
イ
ン
タ
ー
ハ

イ
で
の
話
題
が
期
待
さ
れ
る
成

績
を
残
す
こ
と
が
で
き
た
。

六
月
二
二
上
一
五
日

福
島
県
福
島
市
営
庭
球
場

団
体
戦

一
回
戦

岩
手
3
－
0
福
島
南
（
福
島
）

二
回
戦

岩
手
2
－
0
仙
台
賊
空
〓
宮
城
）

準
決
勝

岩
手
2
1
ユ
磐
城
（
福
島
）

決
勝
戦

岩
手
1
1
2
原
町
（
福
島
）

準
優
勝
　
（
中
川
・
菅
原
・
佐
々

木
・
武
藤
・
楠
）

男
子
シ
ン
グ
ル
ス

一
回
戦

菅
原
6
－
3
佐
藤
（
川
俣
〉

二
回
戦

中
川
6
－
0
佐
々
木（

聖
光
学
院
）

菅
原
3
－
6
星
山
（
仙
台
第
二
）

三
回
戦

中
川
6
－
0
坂
部
（
山
形
東
）

準
決
勝

中
川
R
T
三
日
丹
野
（
仙
台
育
）

決
勝
戦

中
川
8
－
1
星
山
（
仙
台
挙
ご

健
勝
　
中
川
　
膀

菅
原
陵
臣
　
ペ
ス
ト
1
6

男
子
ダ
ブ
ル
ス

一
回
戦

中
川
・
菅
原
6
－
4
長
峡
・
小
野

（
東
奥
義
塾
）

二
回
戦

中
川
春
原
6
－
3
堀
内
・
宗
像

（原町）

準
決
勝

中
川
・
菅
原
8
－
3
渡
辺
・
早
閏

（東陵）

決
勝

中
川
春
原
8
1
4
星
山
・
佐
藤

（
仙
台
第
二
）

便
膠
　
中
川

菅
原

9
、

や《
闇

▼伊
テ
ニ
ス
薔
－
体
メ
ン
バ
ー

左
か
ら
佐
々
木
・
中
川
・

菅
原
・
武
藤
・
楕
君

東
北
大
会
を
振
り
返
っ
て

テ
ニ
ス
部
主
将

3
E
　
佐
々
木
　
惇

東
北
担
体
を
振
り
返
っ
て
、

団
体
三
連
覇
で
き
な
か
っ
た
こ

と
は
と
て
も
く
や
し
い
も
の
で

あ
っ
た
。
い
ま
ま
で
県
、
東
北

の
優
勝
旗
は
す
べ
て
持
ち
帰
っ

て
い
た
が
、
今
回
の
大
会
で
一

本
少
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

し
か
し
あ
る
意
味
、
私
達
部
月

の
普
段
の
生
活
態
度
、
行
い
、

維
習
態
度
を
見
直
す
い
い
機
会

だ
と
思
う
。
練
習
を
い
く
ら
た

く
き
■
ん
や
っ
て
も
優
勝
を
目
前

に
逃
し
て
し
ま
う
と
い
う
の
は

や
は
り
そ
れ
ら
に
関
わ
っ
て
く

る
の
だ
と
思
う
。

個
人
で
は
、
中
川
順
の
二
冠
、

菅
原
陳
臣
の
ダ
ブ
ル
ス
櫻
勝
で
、

団
体
の
悔
し
さ
を
ば
ね
に
と
て

も
が
ん
ば
っ
た
と
思
う
。
見
て

い
る
人
た
ち
に
と
っ
て
も
と
て

も
楽
し
ま
せ
て
も
ら
え
る
試
合

だ
っ
た
と
思
う
。

八
月
に
あ
る
イ
ン
タ
ー
ハ
イ

で
は
、
全
国
選
抜
大
会
、
東
北

総
体
で
く
や
し
い
思
い
を
し
た

分
、
い
ま
ま
で
で
き
な
か
っ
た

ペ
ス
ト
8
を
目
指
し
て
が
ん
ば

り
た
い
と
思
う
。テ

ニ
ス
部
眉
間

本
多
　
好
郎

団
体
三
連
覇
を
逃
し
て
思
う

こ
と
は
、
努
力
だ
け
で
は
属
か

な
い
も
の
も
あ
る
ん
だ
と
い
う

こ
と
の
再
認
瓢
で
あ
る
白
や
っ

て
も
無
駄
だ
と
い
う
意
味
で
は

な
く
、
競
技
力
だ
け
に
と
ど
生

ら
ず
、
気
力
を
含
め
た
精
神
力
、

そ
し
て
連
ま
で
を
も
味
方
に
つ

け
な
け
れ
ば
成
し
遂
げ
ら
れ
な

い
ほ
ど
の
目
凛
だ
っ
た
の
だ
と

い
う
こ
と
。
「
勝
負
は
時
の
遥
」

と
よ
く
言
わ
れ
る
が
、
運
を
呼

び
込
む
た
め
に
は
日
頃
の
練

習
以
外
に
挨
拶
や
服
装
を
始
め

と
し
て
普
段
の
生
活
態
度
が
重

要
で
あ
る
。
こ
れ
は
ど
ん
な
種

目
に
お
い
て
も
、
常
勝
チ
ー
ム

の
鉄
蝕
で
あ
る
。

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
の
東
北
選
手

権
大
会
旦
八
月
一
六
日
か
ら
一

八
日
ま
で
青
森
県
岩
木
町
岩
木

山
総
合
公
国
丁
二
ス
コ
ー
ト
で

開
催
さ
れ
た
。
本
校
か
ら
は
三

船
・
九
一
ベ
ア
、
中
村
・
蒋
原

ベ
ア
、
菅
沼
・
高
橋
ベ
ア
の
三

組
が
個
人
戦
に
出
場
し
た
。

三
船
・
丸
一
ベ
ア
と
中
村
・

藤
原
ベ
ア
は
八
月
に
開
催
き
れ

る
低
早
イ
ン
タ
ー
八
イ
へ
の
出

場
が
決
ま
っ
て
い
る
。
健
闘
を

期
待
す
る
。

六
月
一
六
～
一
八
日

青
森
県
岩
木
町

岩
木
山
総
合
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー

個
人
戦

一
回
戦

高
橋
・
菅
沼
1
－
4
下
甲
斎
藤

青
森
八
工
大
一

中
村
壷
原
2
－
1
安
藤
・
内
田

宮
城
仙
台
育
英

三
船
・
丸
一
4
－
0
柴
甲
菅
原

宮
城
東
北

二
回
敬

三
や
九
一
4
－
1
金
森
・
高
木

福
島
小
高
工

三
回
戦

三
軍
九
一
2
－
4
畠
山
・
藤
原

秋
田
合
川

三
船
・
九
一
ベ
ス
ト
1

6

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

左
か
ら
菅
沼
・
高
樋
君

大
会
を
振
り
返
っ
て

a
E
　
高
橋
　
誠
司

二
　
三
、
四
日
の
高
総
体
で

は
、
惜
し
く
も
イ
ン
タ
ー
ハ
イ

に
は
行
け
な
か
っ
た
。
で
も
、

東
北
大
会
に
、
出
場
で
き
た

東
北
大
会
で
は
、
長
い
成
績
は
、

お
き
め
れ
な
か
っ
た
け
ど
、
疲

後
の
南
緯
体
、
い
ろ
い
ろ
な
事

を
過
し
て
、
良
い
思
い
出
が
で

き
た
。
今
ま
で
、
い
ろ
ん
な
人

選
お
せ
わ
に
な
っ
た
事
に
感
謝

し
て
、
こ
れ
か
ら
も
、
頑
張
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
の
決
意

三
船
・
九
一

中
村
・
藤
原

を
か
ら
九
一
（
3
F
）
・

三
船
（
3
E
）
肴

儀
た
ち
三
年
生
4
名
は
、
岐

阜
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
に
出
壊
し
ま

す
。
今
年
の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出

場
は
、
岩
手
高
校
最
初
の
ニ
ベ

ア
と
言
う
こ
と
で
、
選
手
も
気

合
い
を
入
れ
、
又
、
3
年
間
教

え
て
下
さ
っ
た
先
生
や
、
後
輩

た
ち
の
た
め
に
も
手
刀
で
頑
張
っ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

東
北
大
会
の
結
集
報
告
と
イ
ン

タ
ー
ハ
イ
の
抱
邑

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
顧
問

東
　
　
幸
男

東
北
大
会
に
本
校
か
ら
は
三

組
出
場
を
し
ま
し
た
が
二
二
船
、

丸
一
組
が
ペ
ス
ト
1
6
が
最
高
で

し
た
。
監
督
が
不
在
の
中
3
チ
ー

ム
が
キ
ャ
プ
テ
ン
を
中
心
に
ま

と
ま
り
頑
張
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
協
力
し
て
頂
い
た
川
村

（
囲
）
先
生
に
は
感
謝
の
気
持
ち

で
い
っ
ぱ
い
で
あ
り
ま
す
。
さ

ら
に
、
東
北
大
会
で
の
惜
敗
を

よ
く
反
省
し
、
岐
阜
イ
ン
タ
ー

ハ
イ
で
は
、
残
り
少
な
い
本
校

で
の
練
習
や
遠
征
を
重
ね
、
ペ

ス
ト
8
入
賞
を
目
指
し
が
ん
ば

り
た
い
と
思
う
。

剣
道
部

六
月
二
四
日

角
田
市
総
合
体
育
盟

一
回
戦

一
戸
X
l
U
メ
コ
生
出

（
宮
城
　
柴
田
）

東
北
大
会
を
擦
り
返
っ
て

剰
遠
部
顧
問

久
保
重
三
郎

六
月
二
十
四
日
か
ら
六
月
二

十
五
日
に
、
宮
城
県
角
田
市
成

合
体
育
館
で
第
四
十
六
回
東
北

高
等
学
校
剣
道
選
手
権
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
こ
の
大
会
に
先
立
っ

て
、
二
十
三
日
、
県
代
表
選
手

と
し
て
の
技
術
向
上
を
目
的
に
、

剣
道
専
門
部
が
花
巻
綬
合
体
育

館
で
強
化
合
宿
を
行
い
、
説
技

力
と
志
気
を
高
揚
し
万
全
の
態

勢
で
挑
ん
だ
大
会
で
あ
り
ま
し

た
が
、
個
人
戦
は
、
八
選
手
中
、

一
勝
以
上
し
た
選
手
が
一
名
、

団
体
戦
は
、
2
チ
ー
ム
共
に
予

選
リ
ー
グ
で
敗
退
し
他
県
の
レ

ベ
ル
の
高
さ
を
実
感
さ
せ
ら
れ

ま
し
た
。
本
校
の
二
戸
陽
介
君

は
個
人
戦
に
出
場
し
、
初
戦
、

宮
城
県
代
表
の
生
出
道
手
（
柴

田
高
校
）
と
対
戦
し
ま
し
た
。

前
半
は
善
戦
し
て
い
ま
し
た

が
、
後
半
つ
ば
ぜ
り
あ
い
か
ら

体
勢
が
く
ず
れ
た
瞬
間
、
引
き

面
を
取
ら
れ
、
一
本
を
失
い
、

そ
れ
を
挽
回
せ
ん
と
、
面
を
取

り
に
飛
び
込
む
が
決
ま
ら
ず
、

逆
に
つ
ば
ぜ
り
あ
い
か
ら
引
き

小
手
を
取
ら
れ
惜
し
く
も
一
回

戦
で
敗
退
し
ま
し
た
。

最
後
に
、
来
年
こ
そ
イ
ン
タ
ー

ハ
イ
出
場
を
期
待
し
一
、
二
年

生
諸
君
の
一
層
の
育
起
と
日
々

の
精
進
を
願
い
、
報
告
と
し
ま

す
。東

北
大
会
に
出
場
し
て

3
A
　
〓
戸
　
胸
介

六
月
二
四
日
、
二
五
日
に
宮

城
県
角
出
市
で
東
北
大
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
白
私
は
、
岩
手

県
の
代
表
と
し
て
、
初
め
て
の

東
北
大
会
と
い
う
大
舞
台
に
出

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
試
合

は
第
一
試
合
巨
で
、
と
て
も
緊

張
し
て
し
ま
い
自
分
自
身
の
力

を
発
揮
で
き
ず
残
念
な
措
巽
に

終
わ
り
ま
し
た
が
、
と
て
も
良

い
経
験
を
し
ま
し
た
。
一
緒
に

牒
習
し
て
く
れ
た
剣
道
部
貝
、

そ
し
て
先
生
方
に
感
謝
し
た
い

と
思
い
ま
す
。
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田
口
日
新
崗
鞭
君

団
体
僚
膵
〃

新しく竜王となった
高橋春樹君（2F）

五
月
に
県
高
校
将
棋
大
会
が

行
わ
れ
た
。
こ
の
大
会
は
個
人

と
団
体
の
重
複
エ
ン
ト
リ
ー
が

で
き
な
い
た
め
、
選
手
を
ど
ち

ら
に
出
場
さ
せ
る
か
が
カ
ギ
と

な
る
。
本
校
は
、
米
澤
佑
太
四

段
を
は
じ
め
、
高
橋
春
野
二
段

や
川
村
攣
二
段
ち
が
着
実
に
力

を
伸
ば
し
て
お
り
、
「
団
体
厳

勝
負
」
で
迷
い
は
な
か
っ
た
。

強
敵
は
昨
年
の
覇
者
、
水
沢

高
校
。
し
か
も
、
そ
の
と
き
の

メ
ン
バ
ー
が
全
員
残
っ
て
お
り
、

我
々
に
勝
利
が
あ
る
と
す
れ
ば
、

団
体
選
手
の
並
べ
順
で
煙
位
に

な
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、

フ
タ
を
開
け
て
見
れ
ば
そ
の
並

べ
順
は
裏
目
。
水
沢
有
利
の
布

陣
を
ど
う
攻
略
す
る
か
が
最
大

の
ポ
イ
ン
ト
と
な
っ
た
。

本
校
は
予
選
か
ら
す
べ
て
3

対
0
ス
ト
レ
ー
ト
で
勝
ち
進
み
、

決
勝
へ
。
相
手
は
予
想
通
り
の

水
沢
。
も
う
、
修
劣
は
ど
う
で

も
い
い
。
「
全
部
勝
つ
ー
」
の

意
気
込
み
で
対
戦
し
た
。
結
果
、

三
溝
手
は
練
習
の
成
果
を
す
べ

て
発
揮
し
、
3
対
0
の
ス
ト
レ
ー

ト
勝
ち
。
三
年
ぶ
り
二
度
日
の

団
体
借
膳
と
な
っ
た
。

翌
六
月
に
行
わ
れ
た
高
校
竜

王
戦
で
は
、
本
校
に
と
っ
て
ま

た
苦
戦
と
な
っ
た
。
昨
年
の
竜

王
で
あ
る
米
澤
佑
太
が
シ
ー
ド

さ
れ
た
が
、
な
ん
と
予
選
か
ら

勝
ち
上
が
っ
て
き
た
高
橋
春
樹

と
初
戦
で
対
局
。
本
校
最
悪
の

同
士
討
ち
は
、
高
橋
が
前
竜
王

の
米
澤
に
勝
ち
、
他
校
勢
が
よ

ろ
こ
ぶ
波
乱
と
な
っ
た
。

全国高能文祭に出場するメンバー
左から米澤君（3B）、高橋君（Z F）、川村君（3A）

自
転
車
に
は
二
重
ロ
ッ
ク
〃

最
近
、
少
年
の
犯
罪
が
急
増
し
て
い
る
。

盛
岡
東
署
生
活
安
全
課
の
方
を
本
牧
に
お
招

き
し
、
非
行
防
止
講
話
を
し
て
頂
い
た
。

六
月
十
九
日
に
、
非
行
防
止

講
話
が
行
わ
れ
た
。
こ
の
講
話

に
来
て
く
だ
さ
っ
た
の
は
、
盛

周
東
馨
察
署
生
活
安
全
課
少
年

係
長
の
児
玉
均
さ
ん
で
、
児
玉

さ
ん
の
誅
の
仕
事
と
威
近
の
少

年
事
件
や
、
万
引
き
、
自
転
車
、

喫
煙
の
話
を
聞
か
せ
て
頂
き
ま

し
た
．
ま
ず
最
初
に
児
玉
さ
ん

の
漣
の
仕
事
の
内
容
を
教
え
て

い
た
だ
い
て
、
次
に
最
近
の
少

年
事
件
と
い
う
こ
と
で
、
富
士

見
橋
の
事
件
や
十
五
歳
の
少
年

が
放
火
し
た
事
件
な
ど
が
声
の

後
ど
う
な
っ
た
か
を
聞
か
せ
て

い
た
だ
い
た
。
万
引
き
の
行
為

は
一
度
や
っ
て
し
ま
う
と
や
め

ら
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
て
次

第
に
窃
盗
や
強
盗
に
ま
で
発
展

し
て
い
っ
て
し
ま
い
、
つ
い
に

は
罪
の
意
識
が
な
く
な
っ
て
し

ま
う
の
だ
と
教
え
ら
れ
ま
し
た
。

し
か
し
、
そ
の
日
の
高
橋
は
、

勢
い
が
あ
っ
た
。
米
澤
の
運
勝

を
3
9
で
ス
ト
ッ
プ
さ
せ
た
だ
け

あ
っ
て
準
決
嘩
決
勝
も
刺
し
、

高
校
竜
王
の
タ
イ
ト
ル
を
獲
得

し
た
。
ま
た
、
三
位
の
川
村
綾

も
大
物
食
い
を
連
廃
し
、
援
漆

射
撃
が
光
っ
た
。

爾
全
国
大
会
で
も
健
闘
を
願

い
▲
。
い
．

園
7
3
、
6
9
0
円
の
重
患

生
活
委
員
会
が
中
心
に
な
っ
て
今
年
も

「
緑
の
募
金
し
の
街
頭
革
金
に
協
力
し
た
。

映
画
部
は
夏
期
休
業
期
間
中
、
N
H
K
杯

全
国
大
会
準
決
勝
と
静
岡
県
で
行
わ
れ
る
全

国
高
文
祭
へ
の
出
場
が
決
定
し
て
い
る
。

映
画
部
は
、
六
月
三
日
に
上

田
公
民
館
及
び
、
N
n
K
盛
岡

放
送
局
で
行
わ
れ
た
第
四
十
七

回
N
H
K
杯
全
国
高
校
放
送
コ

ン
テ
ス
ト
岩
手
県
大
会
に
お
い

て
、
「
岩
手
高
校
映
画
部
～
8

分
間
の
戦
い
～
」
と
い
う
作
品

を
発
表
し
た
。
今
回
制
作
さ
れ

た
映
画
は
、
「
周
り
の
目
を
気

に
せ
ず
撮
り
た
い
も
の
を
撮
る
」

と
い
う
映
画
製
作
の
基
本
的
な

変
狩
を
テ
ー
マ
に
、
「
幼
稚
な

ギ
ャ
グ
映
画
こ
そ
、
味
わ
い
が

あ
る
」
と
叢
語
す
る
郡
長
と
、

「
世
の
中
を
凰
刺
し
た
作
品
を

作
り
た
い
」
と
い
う
部
員
た
ち

と
の
コ
ミ
カ
ル
な
戦
い
を
描
い

た
コ
メ
デ
ィ
ー
作
品
で
あ
る
。

大
会
当
日
、
審
査
員
の
方
々

に
カ
メ
ラ
ワ
ー
ク
や
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
設
定
、
合
理
的
な
ス
ト
ー

リ
ー
展
開
が
高
く
評
価
さ
れ
、

創
作
ド
ラ
マ
部
門
に
お
い
て
、

黒
北
、
盛
工
、
三
高
を
下
し
優

勝
し
た
。
な
お
、
そ
の
結
果
、

七
月
二
十
日
に
東
京
で
行
わ
れ

る
N
H
K
杯
の
全
国
大
会
の
出

五
月
二
十
三
日
火
曜
日
、
生

活
委
員
会
は
緑
の
羽
街
頭
募
金

に
行
っ
て
来
ま
し
た
。
今
で
は

こ
の
活
動
は
、
墓
に
と
っ

て
重
要
な
仕
事
の
一
つ
と
な
っ

て
い
ま
す
。
生
徒
の
ほ
と
ん
ど

は
、
街
頭
募
金
と
聞
い
て
特
別

な
響
き
を
感
じ
る
人
も
多
い
と

思
い
ま
す
が
実
際
に
や
っ
て
み

る
と
考
え
た
そ
れ
と
は
全
く
遠

く
、
と
に
か
く
道
路
に
立
ち
続

け
行
き
交
う
人
た
ち
に
募
金
を

呼
び
か
け
る
と
行
っ
た
地
遥
な

活
動
の
繰
り
返
し
で
す
。
し
か

し
、
街
頭
募
金
は
つ
ら
い
こ
と

ば
か
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
僕

が
担
当
し
た
場
所
は
川
徳
の
前

で
し
た
。
そ
の
日
は
運
悪
く
休

日
に
あ
た
っ
て
し
ま
い
、
十
五

分
間
に
一
人
と
い
う
割
合
で
募

金
を
し
て
も
ら
う
と
い
う
幸
い

一
日
で
し
た
。
し
か
し
、
そ
の

人
遠
が
声
を
か
け
た
り
し
て
く

「募金をおねがいします」左か
ら久慈君（ZE）、日声音（ZE）

た
に
B
G
M
や
S
E
を
付
け
加
〓

し
て
い
る
。

ま
た
、
八
月
七
日
に
静
岡
県

富
士
市
で
行
わ
れ
急
≡
十
竪

回
全
国
高
等
学
校
抱
合
文
化
祭

へ
の
出
場
に
向
け
て
準
僻
を
進

め
て
い
る
。

「
こ
れ
か
ら
も
、
み
ん
な
に

楽
し
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
な
映

画
を
作
り
続
け
て
い
き
た
い
の

で
応
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
ご
と
部
長
の
佐
々
木
秀
成

フレッシュマナー

キャンペーンに

一乗車マナーに気をつけよう－

五
月
二
十
五
日
に
J
R
の
方
々

が
お
見
え
に
な
ら
れ
、
－
R
フ

レ
ッ
シ
ュ
マ
ナ
ー
の
参
加
授
与

式
が
行
わ
れ
た
。
こ
の
マ
ナ
ー

ア
ッ
プ
運
動
は
、
列
車
遇
馨
の

マ
ナ
ー
の
向
上
を
目
指
す
た
め

に
学
校
全
体
で
参
加
し
た
。

私
達
の
学
校
は
、
電
早
で
通

学
す
る
生
徒
も
多
く
乗
車
の
マ

ナ
ー
に
つ
い
て
は
力
を
入
れ
て

い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。

今
回
、
私
達
は
こ
の
よ
う
な

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
参
加
し
、
喝

車
の
乗
革
だ
け
で
な
く
、
学
校

外
や
普
段
の
生
活
の
中
で
も
生

か
せ
る
よ
う
に
し
て
い
け
れ
ば

よ
い
と
思
っ
て
い
る
。
こ
の
日

襟
を
全
校
で
取
り
組
み
、
よ
り

良
い
生
活
を
お
く
れ
る
よ
う
に

し
、
地
域
が
明
る
く
気
持
ち
の

良
い
も
の
と
な
れ
ば
．
よ
い
と
思
っ

て
い
る
。

1
R
の
方
（
左
）
と
、

生
徒
会
長
の
田
中
君

自
転
車
の
窃
盗
は
カ
ギ
の
か

か
っ
て
い
な
い
も
の
、
そ
れ
と
、

カ
ギ
が
か
か
っ
て
い
て
も
石
な

ど
で
た
た
く
と
こ
わ
れ
て
し
ま

う
よ
う
な
も
の
が
盗
ま
れ
や
す

い
そ
う
で
す
。
一
三
九
一
台
の

う
ち
七
三
九
台
が
カ
ギ
が
掛
か
っ

て
い
て
盗
ま
れ
た
そ
う
な
の
で
、

二
重
ロ
ッ
ク
を
し
た
は
う
が
い

い
と
言
う
こ
と
で
し
た
。
ま
た
、

防
犯
登
録
を
し
て
い
る
自
転
車

は
七
割
が
持
ち
主
の
と
こ
ろ
へ

戻
っ
て
く
る
そ
う
で
す
。

講話をしていただいた盛
岡東警察署の児玉さん

れ
て
今
回
の
街
頭
募
金
は
た
だ

の
萎
金
集
め
で
は
な
く
、
地
域

の
人
た
ち
と
の
教
少
な
い
ふ
れ

あ
い
の
場
に
も
な
っ
た
と
思
い

ま
す
∵
し
の
日
の
活
動
に
よ
っ

て
、
7
3
、
6
9
0
円
も
の
募

金
を
集
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
生
活
委
月
の
皆
さ
ん
ご
苦

労
様
で
し
㌔

本校吹奏楽部の崇19回定期済発会が四年振
りに開催される。多くの来場者を期待したい。

7月28日（木）海の日　紡南文化会館
キャラホール

閑　穏13時30分
開　演14時
前売り　3〔柏円（当日　4DD円）

未
成
年
の
喫
煙
は
常
習
者
が

多
く
、
規
範
意
義
が
う
す
れ
て

い
る
そ
う
で
す
。
飲
酒
し
て
い

る
未
成
年
も
い
る
そ
う
で
、
法

律
に
き
め
ら
れ
て
い
る
の
に
隠

れ
て
そ
の
よ
う
な
行
為
に
及
ぶ

者
が
多
い
と
い
う
の
が
実
状
だ

そ
う
で
す
。

そ
し
て
、
最
近
高
校
生
で
増

え
て
い
る
の
は
ア
ン
パ
ン
と
ガ

ス
パ
ン
で
、
ア
ン
パ
ン
と
い
う

の
は
シ
ン
ナ
ー
を
袋
に
入
れ
て

吸
う
ら
し
い
の
で
す
が
、
繰
り

返
す
と
脳
細
胞
が
破
壊
さ
れ
て

惹
鼓
が
も
う
ろ
う
と
す
る
ら
し

く
、
常
習
者
は
や
め
ら
れ
な
く

な
っ
て
し
ま
う
の
だ
そ
う
で
す
。

ガ
ス
バ
ン
は
、
シ
ン
ナ
ー
よ
り

手
に
入
れ
や
す
い
ラ
イ
タ
ー
の

ガ
ス
を
吸
う
も
の
で
、
窒
息
死

す
る
者
が
出
て
い
る
と
の
こ
と

で
す
。今

回
の
話
を
聞
き
、
や
は
り

規
範
意
識
の
欠
如
が
非
行
や
犯

罪
に
つ
な
が
っ
て
い
く
の
だ
と

患
い
ま
し
た
。

磨
れ
る
十
七
歳
「
去
云

最
近
ニ
ュ
ー
ス
等
で
、
十
七

歳
の
少
年
に
よ
る
犯
罪
が
報
じ

ら
れ
て
い
る
の
が
目
立
つ
。
僕

と
同
じ
歳
の
少
年
の
犯
行
と
い

う
こ
と
で
、
シ
ョ
ッ
ク
が
大
き

か
っ
た
。
バ
ス
ジ
ャ
ッ
ク
や
大

金
を
恐
喝
し
た
り
と
い
う
犯
行

が
あ
っ
た
が
、
そ
れ
だ
け
で
は

な
く
殺
蕃
さ
れ
る
と
い
う
事
件

も
あ
っ
た
。
日
本
で
、
少
年
犯

罪
が
増
え
て
い
る
の
は
、
誰
で

も
わ
か
っ
て
い
る
こ
と
だ
が
、

な
ぜ
増
え
て
い
る
の
か
が
よ
く

わ
か
ら
な
い
。

今
、
少
年
法
の
改
正
に
つ
い

て
い
ろ
い
ろ
言
わ
れ
て
い
る
が
、

そ
の
こ
と
に
つ
い
て
も
し
っ
か

り
み
ん
な
が
考
え
る
べ
き
だ
と

思
う
。
未
成
年
者
は
、
法
で
保

護
さ
れ
て
い
る
た
聖
犯
罪
を

犯
し
て
も
大
丈
夫
と
い
う
考
え

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え

て
い
ま
す
。
バ
ス
ジ
ャ
ッ
ク
犯

の
少
年
が
取
り
関
ぺ
で
ど
ん
な

こ
と
を
言
っ
た
か
、
ニ
ュ
ー
ス

で
放
送
し
て
い
ま
し
た
が
、
反

省
し
て
い
な
い
よ
う
に
思
え
ま

し
た
。
侯
は
少
年
法
を
厳
し
く

す
べ
き
だ
思
い
ま
し
た
白

“復活”

定期演奏会

思垂
■t

宰貢
ヽl

鏑・！』■■

ニ
ュ
ー
ス
を
見
る
と
、
少
年

事
件
が
日
常
的
に
報
道
さ
れ
る

こ
と
が
少
な
く
な
い
。
テ
レ
ビ

で
■
「
少
年
事
件
に
つ
い
て
ど
う

思
う
か
」
と
い
う
こ
と
を
同
年

代
の
人
達
に
ア
ン
ケ
ー
ト
し
た

の
を
取
り
上
げ
て
い
た
中
で
、

実
に
半
分
以
上
の
少
年
達
が
人

を
殺
し
た
い
と
思
っ
た
こ
と
が

あ
る
と
回
答
し
て
い
た
の
に
は

驚
い
た
。
主
婦
殺
書
犯
の
少
年

の
動
機
も
非
常
に
腹
立
た
し
か
っ

た
。
「
人
を
殺
す
経
験
を
し
て

み
た
か
っ
た
ご
と
い
う
の
で

あ
る
。
何
で
そ
の
よ
う
な
考
え

方
が
で
き
る
の
か
、
全
く
理
解

で
き
な
い
。
あ
と
一
番
疑
問
な

の
は
、
な
ぜ
「
十
七
歳
」
が
凶

悪
犯
罪
に
走
る
の
か
だ
。
何
か

意
味
で
も
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

し
か
し
、
少
年
が
犯
罪
に
走

る
の
は
本
人
だ
け
が
悪
い
わ
け

で
は
な
い
と
思
う
。
も
ち
ろ
ん

本
人
は
妄
養
い
が
、
本
人
を

と
り
ま
く
周
り
の
人
た
ち
の
責

任
も
あ
る
と
思
う
。
岡
山
バ
ス

ジ
ャ
ッ
ク
事
件
の
犯
人
の
少
年

は
、
中
学
時
代
ひ
ど
い
「
い
じ

め
」
を
受
け
て
い
た
そ
う
だ
。

周
り
は
誰
も
助
け
よ
う
と
し
な

か
っ
た
ら
し
い
し
、
先
生
も
商

親
も
特
に
助
け
る
こ
と
を
し
な

か
っ
た
そ
う
だ
。

や
は
り
、
少
年
犯
雅
の
原
医

は
周
り
の
環
境
に
あ
る
と
思
う
。

犯
罪
に
走
る
少
年
遠
は
救
わ
れ

な
か
っ
た
が
た
め
に
矛
先
を
世

間
に
向
け
た
の
だ
ろ
う
。
誰
か

が
助
け
れ
ば
犯
罪
は
事
前
に
防

げ
た
は
ず
で
あ
る
。

八
つ
ゞ
く
）
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毎
年
、
石
櫻
禁
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
実
験
で
楽
し
ま
せ

て
く
れ
る
崇
高
物
理
郡
で
す
が
、
全
国
的
に
も
崇
高
の

知
名
度
を
上
げ
て
く
れ
て
い
ま
す
。
今
年
も
全
国
大
会

の
代
表
に
決
ま
り
、
活
動
は
衰
え
る
こ
と
を
知
り
ま
せ

ん
。
今
回
は
そ
の
物
理
部
を
紹
介
し
ま
す
。

岩
高
と
い
え
ば
ー
物
　
理
　
部

こ
れ
か
ら
物
理
部
の
紹
介
を

姶
め
た
い
と
思
い
ま
す
。
本
校

物
理
部
と
育
え
ば
、
全
国
で
も

数
々
の
寛
を
受
賃
、
実
績
を
上

げ
て
い
る
こ
と
で
「
碧
高
と
い

え
ば
物
理
部
」
と
も
雷
わ
れ
て

い
ま
す
が
、
早
速
部
員
を
紹
介

し
た
い
と
思
い
ま
す
。
部
員
は

全
部
で
1
6
名
、
顧
問
の
佐
々
木

修
一
先
生
、
部
長
の
大
島
若
を

中
心
に
1
年
生
6
名
、
2
年
生

2
名
、
3
年
生
8
名
で
月
曜
、

水
曜
、
木
曜
の
凋
3
回
満
動
し

て
い
ま
す
。
現
在
の
活
動
は
、

黒
板
の
上
を
垂
直
に
走
る
車
の

試
作
を
し
て
お
り
、
す
で
に
完

成
し
て
い
る
の
で
こ
れ
か
ら
ど

の
よ
う
に
し
て
い
く
か
検
討
中

な
の
だ
そ
う
で
す
。
他
に
も
、

七
月
二
十
九
日
か
ら
八
月
一
日

の
間
東
京
で
行
わ
れ
る
文
部
省

「
青
少
年
の
た
め
の
科
学
の
祭

典
全
国
大
会
」
に
代
嚢
で
出
場

す
る
こ
と
が
決
ま
っ
て
お
り
、

七
月
一
目
か
ら
そ
れ
に
向
け
て

発
葬
の
訓
練
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

を
行
っ
て
い
く
の
だ
そ
う
で
す
。

そ
し
て
九
月
二
日
、
三
日
の
右

横
祭
で
は
ま
た
新
し
い
出
し
物

を
検
討
中
だ
そ
う
な
の
で
、
今

か
ら
楽
し
み
に
待
つ
こ
と
に
し

よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
こ

れ
か
ら
の
物
理
郡
の
抱
負
は
工

学
院
大
学
研
究
論
文
を
七
月
十

日
ま
で
に
完
成
で
き
る
よ
う
に

部
員
一
丸
と
な
っ
て
頑
張
っ
て

い
く
と
の
こ
と
で
す
。
願
間
の

佐
々
木
修
一
先
生
も
、
「
そ
ろ

そ
ろ
皆
を
ア
ツ
と
言
わ
せ
る
の

を
作
る
の
で
乞
う
ご
期
待
」
と

語
っ
て
い
た
の
で
、
こ
れ
か
ら

の
物
理
部
の
活
動
に
い
っ
そ
う

期
待
が
も
て
そ
う
で
す
。

七
月
四
日
、
本
校
体
育
館
に

て
芸
術
鑑
賞
教
室
が
行
わ
れ
た
。

今
年
の
芸
術
鑑
貨
は
逐
語
－

私
た
ち
は
、
普
段
か
ら
、
「
喜

お
な
じ
み
の
火
の
玉

ラ
ラ
ズ
マ
）
実
験

部
・
員
・
名
・
簿

部
　
長
　
大
嶋
　
容
史

副
部
長
　
伊
藤
　
貴
仁

副
部
長
　
三
浦
　
徹

副
部
長
　
森
岡
　
隼
祐

会
田
紳
一
郎

畠
山
　
洋
樹

斎
藤
　
史
昭

西
舘
暫
太
郎
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塁
に
触
れ
る
と
い
う
機
会
は

な
か
っ
た
の
で
、
逆
に
新
鮮
に

感
じ
ら
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。
滞
日
は
次
の
通
り
で
あ

る
。
ま
ず
初
め
に
、
春
風
革
小

柳
枝
師
匠
に
よ
る
寄
席
入
門
、

こ
れ
は
簡
単
に
説
明
す
る
と
、

演
冤
の
紹
介
や
出
演
者
の
自
己

紹
介
な
ど
を
貰
う
物
語
で
言
え

ば
前
書
き
の
よ
う
な
も
の
で
あ

る
。
次
に
林
豪
二
葉
師
匠
に
よ

る
色
喝
　
つ
ま
り
壷
な
の
だ
が
、

こ
こ
で
行
わ
れ
た
芸
と
い
う
も

の
は
、
紙
切
り
と
い
う
も
の
だ
。

こ
れ
は
紙
を
使
い
立
体
の
紙
切

り
な
ど
、
非
常
に
洗
練
さ
れ
た

修
行
を
積
ま
な
い
と
で
き
な
い

よ
う
な
神
技
的
な
も
の
で
あ
っ

た
。
次
に
、
再
び
寄
席
入
門
を

初
め
に
し
て
い
た
だ
い
た
春
風

亭
小
柳
校
師
匠
に
こ
よ
る
落
琴
、

こ
こ
で
は
師
匠
の
巧
み
な
話
術

が
光
り
、
ま
さ
に
裏
打
ち
の
本

随
と
い
う
感
じ
で
あ
っ
た
。
次

は
、
翁
家
和
楽
、
小
葉
師
匠
に

よ
る
色
物
、
こ
こ
で
は
太
神
楽

曲
芸
と
い
う
、
時
流
を
越
え
て

継
承
さ
れ
る
江
戸
前
太
神
楽
曲

芸
を
済
じ
て
戴
い
た
。
こ
の
書

も
又
非
常
に
素
晴
ら
し
い
物
で

あ
っ
た
。
最
後
に
、
三
遊
亭
円

丈
師
匠
に
よ
る
新
作
落
語
、
こ

こ
で
は
そ
れ
ま
で
の
古
い
枠
組

み
を
越
え
て
現
代
性
を
兼
ね
備

え
た
落
語
を
巧
み
な
話
術
が
こ

こ
で
も
光
っ
た
。

今
回
、
芸
術
鑑
貨
は
そ
れ
ま

で
県
民
会
盟
に
移
動
し
て
行
っ

て
い
た
が
、
初
め
て
本
校
尉
官

館
に
落
語
家
の
方
を
お
迎
え
し

て
行
わ
れ
た
。
ム
「
後
も
こ
の
よ

う
な
方
向
で
芸
術
鑑
賞
を
行
っ

て
欲
し
い
も
の
だ
。

∵
飛
行
機
で
北
の
大
地
へ

岩
手
中
学
の
2
、
3
年
生
十

七
名
が
六
月
二
十
七
日
か
ら
三

士
H
ま
で
吉
【
絹
胃
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
で
修
学
旅
行
を
行
っ
た
。
本

校
で
は
初
め
て
の
飛
行
機
を
利

用
し
た
修
学
旅
行
と
な
っ
た
。

第
一
日
ヨ
、
北
海
道
へ
の
移

動
の
た
め
、
花
巻
空
港
か
ら
、

新
千
歳
空
譲
へ
飛
行
轍
で
行
き

ま
し
た
。

そ
の
後
、
札
幌
市
内
へ
入
り

各
班
ご
と
で
夕
食
を
と
り
ま
し

た
。
ほ
と
ん
ど
の
班
が
名
物
の

札
幌
ラ
ー
メ
ン
を
食
べ
た
よ
う

で
し
た
。

第
二
日
早
　
サ
ッ
ポ
ロ
ビ
ー

ル
の
工
場
を
見
学
し
た
あ
と
市

内
で
自
主
研
修
と
な
り
ま
し
た
白

周
辺
を
散
康
す
る
班
や
地
下
鉄

で
遠
く
ま
で
い
っ
た
り
さ
ま
ざ

ま
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

第
三
日
目
は
、
ル
ス
ツ
高
原

遊
園
地
で
、
ジ
ェ
ッ
ト
コ
ー
ス

タ
ー
な
ど
の
絶
叫
マ
シ
ー
ン
に

た
く
さ
ん
乗
り
ま
し
た
。
そ
の

後
函
館
へ
行
き
函
館
山
か
ら
夜

景
を
見
ま
し
た
。

最
終
日
は
、
函
館
港
周
辺
を

散
策
し
、
元
町
教
会
な
ど
を
見

学
し
ま
し
た
。
以
上
で
北
海
道

内
で
の
研
修
を
終
え
、
函
館
駅

か
ら
特
急
は
つ
か
り
に
乗
っ
て

青
函
ト
ン
ネ
ル
を
通
り
、
盛
岡

へ
帰
っ
て
き
ま
し
た
。

三
年
甲
組
　
近
藤
　
裕
佑

匪青史膏せ

感腱
▼
宕
寄
生
に
思
う
こ
と

大
阪
体
育
大
字菅

野
　
敦

岩
手
高
校
を
卒
業
し
て
3
年

3
ケ
月
、
教
育
実
習
生
と
し
て

戻
っ
て
く
る
と
、
岩
手
高
校
生

を
客
観
的
に
見
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
い
た
。
少
し
は
大
人
に

な
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
岩

手
高
校
生
は
「
か
っ
こ
い
い
」

こ
れ
は
僕
の
率
直
な
感
想
で
あ

る
。
確
か
に
カ
ッ
コ
つ
け
た
い

時
期
で
あ
る
が
、
で
も
か
っ
こ

い
い
っ
て
何
7
と
思
う
。
何
か

に
向
か
っ
て
真
剣
に
取
り
組
む

こ
と
や
自
分
を
ア
ピ
ー
ル
す
る

こ
と
、
人
の
た
め
に
何
か
を
し

て
上
げ
る
こ
と
な
ど
で
は
な
い

か
と
思
う
。
岩
手
高
校
生
に
は

社
会
に
通
じ
る
か
っ
こ
い
い
大

人
に
な
っ
て
も
ら
い
た
い
。

▼
教
育
実
習
に
当
た
っ
て

哲
手
大
学

熊
谷
明
希

大
学
で
教
育

に
つ
い
て
学
ん

で
い
る
も
の
の
、

教
壇
に
立
つ
の

は
全
く
初
め
て

な
の
で
、
毎
日

が
期
待
と
不
安

で
い
っ
ぱ
い
で

あ
る
。
2
週
間

と
い
う
短
い
期

間
で
は
あ
る
が
、

一
っ
で
も
多
く

の
こ
と
を
吸
収

で
き
る
よ
う
に

失
敗
を
お
そ
れ

ず
、
頑
張
り
た

い
と
思
う
。

▼
教
育
実
習
に
あ
た
っ
て

八
戸
工
業
大
学

斉
藤
　
彰

教
育
実
習
に
当
た
っ
て
で
す

が
、
ま
ず
は
じ
め
に
考
え
た
の

は
、
政
員
免
許
は
、
資
格
で
も

試
験
を
受
け
て
取
得
す
る
物
で

は
な
い
し
、
又
、
教
員
に
な
る

こ
と
も
考
え
て
、
教
育
実
習
を

す
る
こ
と
に
決
め
ま
し
た
。
又
、

社
会
の
勉
強
と
言
う
意
味
で
、

役
に
立
つ
と
思
い
ま
す
。

▼
近
所
に
い
な
か
ら

岩
手
大
学

川
口
　
淘

近
所
の
大
学
に
適
っ
て
い
な

が
ら
、
な
か
な
か
立
ち
寄
る
機

会
が
な
か
っ
た
母
校
・
岩
手
高

校
は
、
僅
か
な
変
化
を
携
え
な

が
ら
も
、
暖
か
く
迎
え
て
く
れ

ま
し
た
。
愛
着
の
わ
く
校
舎
で

親
し
み
深
い
先
生
方
か
ら
再
び

ご
指
導
い
た
だ
け
る
喜
び
を
感

じ
っ
っ
、
2
週
間
頑
張
り
た
い
。

▼
驚
き
の
連
続

同
志
社
大
学東

根
直
樹

今
回
の
教
育
実
習
、
驚
き
の

連
続
で
す
。
そ
の
中
で
も
っ
と

も
大
き
か
っ
た
の
が
、
自
分
の

恩
師
か
ら
先
生
と
呼
ば
れ
た
こ

と
。
う
れ
し
い
よ
う
な
恐
ろ
し

い
よ
う
な
…
。

授
業
に
つ
い
て
宮
え
ば
、
一

人
で
も
多
く
の
人
に
「
古
文
っ

て
面
白
い
」
と
感
じ
て
い
た
だ

け
れ
ば
本
望
で
あ
り
ま
す
。

▼
「
教
育
実
習
」
と
は

東
北
工
業
大
学

阿
遜
克
彦

「
教
育
実
習
」
と
は
、
誰
も

が
簡
単
に
体
験
す
る
こ
と
が
出

来
な
い
、
大
変
窯
壷
な
時
間
で

す
。
こ
の
時
間
は
、
私
の
想
像

以
上
に
難
し
く
、
大
変
な
と
こ

ろ
で
し
た
。
同
時
に
、
「
や
り

が
い
」
と
言
う
物
を
感
じ
さ
せ

る
と
こ
ろ
で
も
あ
り
ま
し
た
。

教
育
実
習
を
行
っ
て
長
か
っ
た

と
思
っ
て
い
ま
す
。

▼
朝
は
つ
ら
い

八
戸
大
学

吉
田
光
晴

朝
は
つ
ら
い
。
3
年
間
無
欠

席
だ
っ
た
の
が
信
じ
ら
れ
な
い
。

唯
一
の
楽
し
み
′
通
学
を
す
る

女
子
高
生
。
い
い
ね
。
授
業
は

つ
ま
ら
な
い
。
濱
ち
ゃ
う
。
英

語
は
好
き
。
教
育
実
習
香
頬
多

い
。
め
ち
ゃ
面
倒
。
生
徒
と
話

す
の
が
楽
し
い
。
イ
カ
ソ
ー
メ

ン
。
大
三
元
。

▼
卒
業
生
な
の
で

零
一
綾
済
大
字菊

池
弘
鰯

卒
業
生
な
の
で
、
授
業
の
雰

囲
気
な
ど
を
知
っ
て
い
る
ぶ
ん

教
壇
に
立
つ
こ
と
に
少
し
不
安

を
感
じ
て
い
ま
す
が
、
将
一
杯

努
力
し
、
こ
の
二
週
間
が
人
生

の
無
駄
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、

又
、
た
く
さ
ん
の
思
い
出
を
作

れ
る
よ
う
に
頑
張
り
た
い
と
思

い
ま
す
．

二
二
二
二
三
≡
≡
二
二
二
≡
≡
≡
二

記

「
夏
休
み
前
に
発
行
上
と
い

う
こ
と
で
締
切
と
の
戦
い
で
し

た
。
暑
く
な
っ
て
き
ま
し
た
ね
。
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